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➢ 捜査・取締りの状況

➢ 被害防止・グループ加入防止対策の取組み



➢ 匿名・流動型犯罪グループ（トクリュウ）とは



匿名・流動型犯罪グループ（トクリュウ）とは

○ 暴力団
暴力団員 ※ 暴力団対策法により公安委員会が指定する。

↳暴力団準構成員等

○ 匿名・流動型犯罪グループ（トクリュウ）
活動実態を匿名化・秘匿化した犯罪集団 ※ 指定・登録なし

↳トクリュウに含まれる準暴力団（暴力団に準ずる集団）



準暴力団とは

１．暴走族の元構成員等を中心とする集団

２．繁華街・歓楽街等において、集団的又は常習的に

暴行、傷害等の事件を起こしている例が見られる

３．暴力団のような明確な組織構造は有しない

４．暴力団等の犯罪組織との密接な関係がうかがわれる

ものも存在する

事

例

特
徴

平成24年９月、東京都港区六本木のクラブ内に
おいて、暴走族の元構成員等を中心とする集団
のメンバーの男らが、店内にいた男性客を金属
バット等で殴り死亡させる事件が発生した。



匿名・流動型犯罪グループ（トクリュウ）とは

１．ＳＮＳを通じるなどした緩やかな結びつきで、離合

集散を繰り返すなど繋がりが流動的

２．匿名性の高い通信手段を活用しながら役割を細分化

３．特殊詐欺や強盗などの犯罪で得た収益を基に各種の

事業活動に進出

代
表
例

特
徴

ルフィ等を名乗り、広域強盗や

特殊詐欺を敢行していたグループ



匿名・流動型犯罪グループ（トクリュウ）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
参
加

元暴力団、元暴走族、地下格闘技集団 等

犯行の都度、集合離散を繰り返すため実態把握が困難

ヤミ金 特殊詐欺 強盗窃盗 薬物犯罪 みかじめ料徴収
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➢ 匿名・流動型犯罪グループによる犯罪の情勢



貴金属店における高級腕時計対象の強盗事件

令和４年５月２日午後３時15分頃、京都市内の
貴金属店に押し入った２人組がショーケースを
壊し、高級腕時計約50個を奪って逃走
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特殊詐欺の認知状況

※ 認知件数は令和４年に５年ぶりに増加した。

令和５年は認知件数は減少したものの、被害額が大幅に増加した。
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ＳＮＳ型投資詐欺
ＳＮＳ型ロマンス詐欺

ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の認知状況

※ ＳＮＳ型投資詐欺・・・投資すれば利益が得られるものと誤信させ、アプリ等に誘導し、架空の投資を

継続させながら、投資金等の名目で金銭をだまし取るもの

※ ＳＮＳ型ロマンス詐欺・・・恋愛感情や親近感を抱かせながら投資等に誘導し、金銭等をだまし取るもの
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➢ 匿名・流動型犯罪グループ対策の体制等



○ 匿名・流動型犯罪グループ及び特殊詐欺への対策を強化するため、３つの課に
分かれていた組織犯罪対策部門のリソースを集約し、２つの課に再編
○ 犯罪組織から犯罪収益を剝奪、資金源の遮断など犯罪収益対策等の体制を強化
するため、刑事企画課捜査支援分析センターを犯罪情報分析課に格上げ

刑事企画課

捜査第一課

捜査第二課

捜査第三課

鑑識課

組織犯罪対策第一課

組織犯罪対策第二課

組織犯罪対策第三課

科学捜査研究所

機動捜査隊

捜査支援分析センター

○ 令和５年春 ○ 令和６年春

変貌著しい社会情勢に応じた組織体制の整備に向けた取組

刑事企画課

捜査第一課

捜査第二課

捜査第三課

捜査第四課

捜査第五課

犯罪情報分析課

鑑識課

科学捜査研究所

機動捜査隊

刑
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刑
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特殊詐欺捜査支援

繁華街解明捜査

○ 令和６年春

変化著しい社会情勢に応じた組織体制の構築に向けた取組

刑事企画課

捜査第一課

捜査第二課

捜査第三課

捜査第四課

捜査第五課

犯罪情報分析課

鑑識課

科学捜査研究所

機動捜査隊

刑

事

部

庶務・企画指導

指導・ツール対策

暴力団指定・規制

捜査第１～４

繁華街解明捜査

情報

暴力団排除

特殊詐欺対策室

予防

特殊詐欺捜査支援

特殊詐欺捜査第１～３

繁華街における暴力団、準暴力団を含む匿名・流動型犯
罪グループの情報分析、実態解明及び取締りを担当

特殊詐欺犯罪等の捜査嘱託及び初動捜査を担当

情報

・情報管理係、情報指導係、暴力団解明係、組織解明係
・暴力団、準暴力団を含む匿名・流動型犯罪グループに関
する照会、情報分析及び実態解明を担当



○ 令和６年春

変化著しい社会情勢に応じた組織体制の構築に向けた取組

総務部

警務部

地域部

交通部

警備部

京都市警察部

警察学校

京

都

府
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長

捜査第四課

生活安全企画課

サイバー捜査課

サイバー企画課

捜査第二課

捜査第五課

犯罪情報分析課

生活保安課

刑事部参事官

４月１日設置

生活安全部

刑事部

サイバー対策本部

○特殊詐欺捜査部門
○知能犯捜査部門
○国際捜査部門
○生活経済事犯捜査部門
○サイバー捜査部門 等

ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺対策プロジェクト・チーム



○ 令和６年春

変貌著しい社会情勢に応じた組織体制の構築に向けた取組

刑事企画課

捜査第一課

捜査第二課

捜査第三課

捜査第四課

捜査第五課

鑑識課

科学捜査研究所

機動捜査隊

刑

事

部

庶務

企画指導

手口分析

情報分析

機動追跡

統計

犯罪収益解明

犯罪収益捜査指導

犯罪組織から犯罪収益を剝奪し、その資金源
を遮断するため、効果的な犯罪収益対策を推
進する。

犯罪収益対策犯罪情報分析課



➢ 捜査・取締りの状況



特殊詐欺の検挙状況

※ 検挙件数に助長犯は含まない。

令和５年は検挙件数は減少したものの、検挙人員が増加した。

捜査・取締りの状況
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検挙事例

特殊詐欺捜査支援係による受け子犯人の緊急逮捕
令和６年５月15日午前10時頃から宇治署管内で警察官を騙る予兆電話が相
次いだことから、宇治市内に受け子が徘徊していると考え、付近を検索

特殊詐欺捜査支援係では、受け子がＡ
ＴＭ機を利用するため、来店可能性の
高いコンビニで張込んでいたところに
不審な男が来店、しきりに周りの様子
を気にしながらキャッシュカードをＡ
ＴＭ機に何度も入れ出金する姿を確認

男を職務質問したところ、直前に高齢者方で言葉巧みにキャッシュカー
ドをすり替えて盗み、これを使用してコンビニのＡＴＭ機で現金を引き
出したと犯行を自供、被害者が自身の被害に気付く前のスピード検挙



検挙事例

特殊詐欺連合捜査班（ＴＡＩＴ）による受け子犯人の逮捕
令和６年４月12日、京都市内の女性（81）宅に息子等に成りすまして電話を
かけ「会社の決裁を今日中にしなければならない」などとうそをつき、受け
子の男が女性宅を訪れて、現金1000万円を騙し取り逃走

後の捜査で受け子の男の逮捕状を取得し所
在捜査中、令和６年４月23日、京都駅から
東京行きの新幹線に乗車したことが判明

連絡を受けた警視庁の特殊詐欺連
合捜査班が東京都内で男を待ち受
けて確保し、逮捕



➢ 被害防止・グループ加入防止対策の取組み



騙されやすさ診断（のーさぎチェックＫＰ３） 通話録音装置の貸出し

被害防止活動（特殊詐欺）



防犯機能付き電話機の普及促進

被害防止活動（特殊詐欺）





ＡＴＭ引出限度額 引き下げキャンペーン

被害防止活動（特殊詐欺）



府内の証券会社との連携 ＳＮＳ等の広報媒体を活用した情報発信

被害防止活動（ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺）

報道機関と連携した広報



防犯・犯罪情報メール 特殊詐欺防止キャンペーン・だまされへんで

被害防止活動（ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺）



グループ加入防止対策



ご清聴ありがとうございました


